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５がつに、１ねんせいから４ねんせいまでいっしょに、さぼうダムのこうじげんばのけんがくに

いきました。 

 さぼうダムにいくのは、はじめてだったので、どんなところかなあ、おみせみたいなところかな

あとおもいました。 

 さぼうダムにつくと、さぎょうふくをきたおじちゃんたちが６にん、にこにこわらいながらまっ

ていました。 

「さぼうしていち」とかいてあるかんばんのまえで、おはなしをしてくれたおじさんが、 

「だれのおとうさんか、わかる。」 

と、わたしにはなしかけてきました。 

 マスクをつけたおじさんのかおをみて、ほいくえんでいっしょのクラスだったそうたくんのおと

うさんだとわかりました。 

 そうたくんのおとうさんにあんないされて、わたしたちは、さぼうダムのすぐちかくまであるい

ていきました。さぼうダムは、とてもおおきくて、どっしりしていました。 

「このこうじがはじまったころに、そうたがうまれたんだよ。」 

と、おじさんはおしえてくれました。あかちゃんだったわたしたちも、いまでは１ねんせい。さぼ

うダムのこうじというのは、ながいねんげつがかかるんだなあとおもいました。 

 ダムのうえのほうには、たかいきがたくさんありました。おおあめがふって、どしゃくずれがお

きたり、きがたおれてきたりしたときに、このダムが、まもってくれるんだとおもったら、ちかく

にいってなでなでしたくなりました。 

 ７がつに、しずおかけんのあたみしというところで、「どせきりゅう」さいがいがおこりました。

テレビのニュースで、ちゃいろのつちが、かわのようにながれてくるのをみました。そして、その

つちのかわは、はやいスピードで、いえやくるまをおしながしていきました。 

 あっというまに、おおきないえやくるまが、つちのなかにのみこまれていくのをみて、びっくり

しました。あんなにかんたんにながされていくなんて、こわいなあとおもいました。 

 たくさんのひとがなくなったり、ゆくえふめいになったりして、かぞくのひとたちは、きっとか

なしいだろうなあとおもいます。わたしは、だいすきなかぞくがとつぜんいなくなったら、かなし

くてかなしくて、まいにちないているかもしれません。 

「ひなんくんれんはしていたけど、まさか、ほんとうにさいがいがおこるとはおもっていなかった。」  

と、インタビューされたしょうぼうだんのおじさんは、ざんねんそうにはなしていました。 

 さぼうダムは、わたしたちのいのちをまもるために、がんばってくれているのだとおもいます。

あのさぼうダムのこうじがおわったら、またけんがくにいって、おおきなこえでおれいをいいたい

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


